地球変動論／地球科学概論(1)　期末試験解答と採点基準
2010.7.22実施
萩谷出題

以下の問題１～９のうち、４問を選んで解答せよ。解答は順序を問わないが、各問３行程度の論述を目安とする。

１）他の惑星と異なる地球表面の特徴と、地球表層の水循環が地形形成に果たす役割について説明せよ

採点基準：他の惑星と異なる特徴･･･クレーターが少ない、大陸と海洋の違い、山脈の存在、火山帯の存在、リフト帯や海溝の存在、水が表面を覆うこと。氷が存在すること。（各５点、最大15点）
　地球表層の水循環：河川及び海岸の浸食地形、堆積による平坦化、氷河地形、プレートの沈み込みと火山活動、鍾乳洞形成など。（各５点±、最大15点）
２）ａ）堆積物が固結する際に、間隙水はどのような影響を与えるか。簡潔に説明せよ。
　　ｂ）生物が関与して形成される堆積岩を３種類挙げて、それぞれの形成メカニズムを説明せよ。
ａ）圧密・間隙率の低下→地層の固結に関係。溶解と沈澱･･･セメント化。

ｂ）石灰岩、石炭、石油、チャート／珪藻土など、グアノ、

３）主要な造岩鉱物を８種類挙げて、それぞれの特徴を簡潔に説明せよ。

石英、斜長石、カリ長石、黒雲母、角閃石、輝石（斜方輝石、単斜輝石）、かんらん石、磁鉄鉱
特徴：色、無色／有色鉱物、結晶系、密度、構成元素、シリケイトの分類、構成する岩石など
４）ａ）安定大陸と変動帯の違いを説明せよ。

ｂ）グランドキャニオンに露出する地層からわかる歴史を、簡潔にまとめよ。

ａ）地震・火山の有無、地形の起伏多い／平坦、地層が水平／褶曲、資源の種類
ｂ）約20億年前の地層堆積、大陸衝突、古生代の海の地層、珊瑚礁の海、中生代の陸上の環境、新生代のロッキー山脈の隆起、ホットスポットの出現、火山活動、広域隆起、コロラド川の浸食、熔岩によるダム形成、観光地としての繁栄・・・。
５）ａ）砕屑性堆積物について、その種類と分類基準を説明せよ。

種類：レキ、砂、シルト、粘土　(境界を含めて各3点)
分類基準：粒径で区分（3点）　2mm、1/16mm、1/256mm　
　　ｂ）氷河性堆積物と風成堆積物（例：砂漠の砂）の特徴の違いを説明せよ。
粒子の円磨度、淘汰の良さ、酸化の程度、化学組成／鉱物種　…各5点
６）ａ）東京の台地と低地の成り立ちについて、世田谷キャンパス～尾山台周辺を例にして説明せよ。
　台地…田園調布台は約12万年前の間氷期の海進時に形成された海成段丘（下末吉面）
　　　　尾山台の駅周辺は、6万年前以前の多摩川の河原の平坦面（河成段丘＝武蔵野面）

　低地…氷期にできた多摩川の河原を、縄文時代以降の海面上昇で埋め立てられた平坦面。

　　ｂ）第四紀の海面変動の証拠には、どのようなものがあるか、具体例を２つ説明せよ。
　内陸に海水にすむ二枚貝などの貝塚が分布する／各地に段丘が残っている／東京湾の海底に河川のつくった海底谷がある／低地に海の化石を含む地層が堆積している　…etc.

７）ａ）山脈の成因が、地球収縮説では説明できない理由をのべよ。

　・地球が収縮していないことがGPS等で観測される
　・地球をつくる物質の熱膨張率が小さく、冷えてもほとんど体積が変化しない

　・地球の表面が一様な「皮」で覆われているのではなく、海洋と大陸で地殻が違う

　・プレートの存在、沈み込みと拡大軸の存在

　　ｂ）大陸移動の証拠にはどのようなものがあるか、説明せよ。
　・海嶺をはさんだ2つの大陸の海岸線の相似　・化石記録　・氷床の記録の一致　・古地磁気の記録
　・地質の共通性　・GPS等の実測データ　・ホットスポット　・海嶺と拡大軸の存在

８）ａ）放射壊変という現象は、地球史の認識とどのように関係しているか。２つの面から説明せよ。
　１）放射壊変を利用した年代測定法により、地球の歴史を数値で取り扱うことができるようになった

　２）放射壊変の熱が蓄積されることにより、ただ単に地球が火の玉から冷えてきたものではない、という認識につながった

ｂ）同位体を用いた放射年代測定法と、その原理的な測定限界について説明せよ。

　要点：放射壊変による親元素と娘元素の比の変化を検出、半減期（壊変定数）の利用。

限界：使用する放射性同位体の半減期よりもはるかに短い時間、長い時間の現象は測定できない。閉鎖系の条件が維持されることが必要。加熱や融解、衝撃で年代がリセットされてしまうことがある。
９）地球科学史上、重要な役割を果たした人物を５人挙げて、その業績を説明せよ。

なお、取り上げるのは以下の例に挙げた人物でもよいし、それ以外の人物でも構わない。

　例：ジェームズ・ハットン　ケルビン郷（トムソン）　チャールズ・ライエル　和達清夫　久野久
　6点満点。地球科学と関係が薄い場合は正しい記述でも3点満点。

